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超
早
期
発
見
と
先
端
医
療
社
会
の
構
築

－
「
が
ん
撲
滅
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
6
」
へ
の
ご
支
援
の
お
願
い

聾
県
立
医
科
大
学
医
学
鰯
猶
鶏
群
認
諾
弼
絨
木
鱗
桁

団
塊
の
世
代
が
い
わ
ゆ
る
〝
が
ん
年
齢
〟
に
到
達

し
っ
つ
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に

伴
う
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
の
罷
患
者
数
の
増
加
な
ど
か

ら
、
悪
性
腫
瘍
（
が
ん
）
に
よ
る
総
死
亡
者
数
は
増
加

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
意
外

に
感
じ
る
方
も
少
な
く
な
い
か
と
思
う
が
、
悪
性
腰

湯
（
が
ん
）
の
死
亡
率
（
年
齢
調
整
）
は
、
医
学
の
進
歩

に
よ
る
治
療
法
の
改
善
や
早
期
発
見
の
増
加
に
よ
り
、

女
性
で
は
約
5
0
年
以
上
も
前
（
1
9
6
0
年
代
）
か
ら
、

男
性
で
も
約
2
0
年
も
前
（
1
9
9
0
年
代
後
半
）
か
ら

ほ
ぼ
一
貫
し
て
減
少
し
て
お
り
、
今
後
も
治
療
成
韻

は
さ
ら
に
改
善
し
て
い
く
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
現

在
で
は
、
単
に
治
る
だ
け
の
治
療
で
な
く
、
負
担
や

苦
痛
の
少
な
い
が
ん
治
療
法
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。

が
ん
免
疫
療
法
が
世
界
的
に
広
が
る

が
ん
治
療
に
お
け
る
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
は
、

2
0
1
1
年
、
〝
c
a
n
c
e
r
i
ヨ
B
u
n
O
t
h
e
麓
p
y
8
3
e
S

O
f
a
g
e
一
一
（
が
ん
免
疫
療
法
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
＝
）
〟

の
フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
剤
（
抗
C
T
L
A
4
抗
体
な
ど
）
の
劇
的
な
効
果

が
次
々
と
報
告
さ
れ
、
免
疫
療
法
が
、
手
術
・
放
射

線
・
化
学
療
法
に
次
ぐ
第
4
の
が
ん
治
療
法
と
し
て
、

瞬
く
間
に
世
界
的
に
認
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
わ
が
国
で
も
、
2
0
1
4
年
7
月
に

免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
の
1
つ
で
あ
る

「
オ
ブ
ジ
ー
ボ
魚
」
（
一
般
名
二
一
ボ
ル
マ
プ
　
［
抗
P

D
，
1
抗
体
］
）
　
が
悪
性
黒
色
腫
に
対
し
て
保
険
適

用
と
な
り
、
2
0
1
5
年
1
2
月
に
は
肺
が
ん
に
対
し

て
も
保
険
適
用
と
な
っ
た
。
今
年
度
中
に
は
　
〝
わ
が

国
で
最
も
売
れ
て
い
る
抗
が
ん
剤
〟
と
な
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
オ
ブ
ジ
ー
ボ
〝
の
他
の
が
ん
種
へ
の
適

用
拡
大
、
抗
P
D
－
L
l
抗
体
な
ど
の
新
た
な
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
の
開
発
、
こ
れ
ら
免
疫

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
と
放
射
線
や
化
学
療
法

と
の
併
用
療
法
の
試
み
な
ど
、
現
在
の
が
ん
治
療
に

関
す
る
研
究
は
、
当
面
の
問
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
阻
害
剤
お
よ
び
そ
の
補
助
療
法
を
中
心
と
し
て

進
む
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
免
疫
療
法
は
、
長

い
間
期
待
を
裏
切
り
続
け
、
〝
眉
唾
〟
と
評
価
さ
れ

て
き
た
歴
史
が
あ
る
が
、
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
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阻
害
剤
の
成
功
に
よ
り
完
全
に
そ
の
屈
辱
を
晴
ら
し

た
と
い
え
る
。
が
ん
治
療
に
か
か
わ
る
医
師
・
研
究

者
は
、
自
分
た
ち
の
専
門
領
域
の
治
療
法
に
固
執
す

る
こ
と
な
く
、
免
疫
療
法
を
含
め
〝
集
学
的
〟
　
に
治

療
法
の
開
発
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る。

産
軍
営
が
一
体
で
純
国
産
の

劇
薬
・
治
療
法
の
開
発
を

と
こ
ろ
で
、
こ
の
画
期
的
な
新
薬
で
あ
る
免
疫
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害
剤
‥
抗
P
D
i
l
抗
体
の
開

発
は
、
1
9
9
2
年
、
京
都
大
学
医
学
部
の
本
庶
佑

名
誉
教
授
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
P
D
i
l
を
発
見

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
国
内
の
製
薬
メ
ー
カ
ー

対畑
約
　
2
2
。

と
共
同
で
開
発
を
進
め
、
上
市
ま
で
約
2
0
年
か

か
っ
て
い
る
。
創
薬
研
究
に
携
わ
る
医
師
・
研

究
者
に
と
っ
て
は
、
2
0
年
は
決
し
て
長
い
と
は

い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
新
た
な
治
療
法

を
望
む
が
ん
患
者
に
と
っ
て
は
、
あ
ま
り
に
も

長
す
ぎ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
創
薬
研
究
に

お
け
る
、
研
究
開
発
成
果
が
製
品
に
結
び
付
か

な
い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
死
の
谷
」
　
の
問
題

解
決
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

議
論
が
さ
れ
て
き
た
が
、
わ
が
国
の
産
学
官
が

一
体
と
な
っ
て
、
「
死
の
谷
」
を
ス
ム
ー
ズ
に

乗
り
越
え
る
シ
ス
テ
ム
構
築
を
さ
ら
に
推
進
・

強
化
し
て
い
け
ば
、
純
国
産
の
創
薬
・
治
療
法

の
開
発
な
ど
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
と
考
え

ら
れ
る
。

横
浜
「
が
ん
撲
滅
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
6
」

を
開
催

さ
て
、
私
が
所
属
し
て
い
る
「
が
ん
撲
滅
サ

ミ
ッ
ト
2
0
1
6
実
行
委
員
会
」
で
は
、
が
ん

治
療
の
さ
ら
な
る
改
善
を
目
指
し
、
1
0
月
2
2
日

（
土
）
、
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
・
国
立
大
ホ
ー
ル
で
、
第

5
4
回
日
本
痛
治
療
学
会
学
術
集
会
と
共
催
で
「
が
ん

撲
滅
サ
ミ
ッ
ト
2
0
1
（
聾
を
主
催
す
る
。
大
会
長

に
よ
る
開
会
宣
言
・
学
術
講
演
の
後
、
東
日
本
大
震

災
復
興
5
周
年
記
念
企
画
と
し
て
、
竹
之
下
誠
一
・

福
島
県
立
医
科
大
学
先
端
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
長
に

よ
る
学
術
講
演
、
立
谷
秀
清
・
福
島
県
相
馬
市
長
に

よ
る
文
化
講
演
、
マ
イ
テ
ッ
ク
社
・
長
谷
川
克
之
氏

に
よ
る
「
リ
ア
ル
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
ー
血
液
1
滴
3
分

間
－
・
が
ん
判
定
チ
ッ
プ
開
発
秘
話
」
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
和
泉
洋
人
・
内
閣
総
理
大
臣
補

佐
官
（
国
土
強
靭
化
及
び
復
興
等
の
社
会
資
本
整
備
、

地
方
創
生
並
び
に
健
康
・
医
療
に
関
す
る
成
長
戦
略

担
当
）
、
お
よ
び
二
川
一
男
・
厚
生
労
働
事
務
次
官

に
よ
る
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
講
演
が
行
わ
れ
る
。
こ

の
ほ
か
、
が
ん
治
療
の
最
先
端
エ
キ
ス
パ
ー
ト
6
名

が
登
壇
し
、
会
場
参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
が
ん
に

関
す
る
相
談
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
受
け
る
「
公
開
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
を
行
う
。
そ
し
て
、
最
後
に
、

日
本
癌
治
療
学
会
・
会
員
有
志
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ

る
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興
支
援
ソ
ン
グ

「
花
は
咲
く
」
　
の
演
奏
と
「
横
浜
宣
言
」
を
誓
い
閉

会
と
な
る
。

経
団
連
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
当
活

動
に
対
す
る
ご
理
解
・
ご
支
援
を
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、
ま
た
、
お
時
間
が
許
せ
ば
、
ぜ
ひ
、
会
場
ま
で

足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。


